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《一言アピール》

カテゴリ)

動物細胞の増殖は正確な細胞周期の進行により制御されている。細胞周期制御因子の多くは、細胞周期に依存
した遺伝子発現制御を受けるだけでなく、タンパク質のリン酸化、さらにユビキチン化などの翻訳後修飾によ
り、その活性、タンパク質量が厳密に制御され、その制御機構の破綻は異常な細胞増殖を引き起こし、がん化
へと導くことが知られています。我々はこのようなタンパク質の翻訳後修飾の一つであるSUMO化に注目し研
究を行っています。

医療分野

7タンパク質、遺伝7子の分析
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タンパク質翻訳後修飾によるタンパク質の機能変換とその破綻によるヒト疾患の解明

SUMO化によるがん関連因子の機能制御機構の解析

SUMO化促進因子、脱SUMO化因子の活性調節機構の解析
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